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資料８ 

区内建築物等調査について 

 

１．調査の背景 

・調査の背景として、次の３点が挙げられる。 

 

①景観法の制定、景観重要建造物の指定制度の確立 

・平成 16 年に制定された景観法に基づき、地域の自然、歴史、文化等からみて、建造物（建

築物及び工作物）の外観が景観上の特徴を有する、地域の景観形成に重要なものを景観重

要建造物として指定できる新たな制度が確立された。 

・大田区では、平成 25 年 10 月に大田区景観計画を策定し、その中で景観重要建造物の指定

方針（下記参考参照）を定め、今後指定を検討することとしている。 

 

参考：景観重要建造物の指定要件 

・景観法及び大田区景観計画では下記のように定められている。 

 

○景観法に基づく景観重要建造物の指定に関する規定内容（景観法第 19 条）  

条文の内容 備考 

①景観計画に定められた指定方針（下記参照）に即し、景観

計画区域内の良好な景観の形成に重要な建造物（これと一

体となって良好な景観を形成している土地その他の物件

を含む。）で、国土交通省令（下記参照）で定める基準に

該当するもの 

 

②文化財保護法の規定により国宝、重要文化財、特別史跡名

勝天然記念物又は史跡名勝天然記念物として指定され、又

は仮指定された建造物については、適用しない 

・重要文化財は景観重要建

造物より厳しい規制がか

かる 

・大田区では池上本門寺五

重塔・宝塔が景観重要建

造物の対象外となる 

 

○大田区景観計画に基づく景観重要建造物の指定方針 

①地域の歴史や生活文化を伝える建造物 

②地域の街並みを構成する形態意匠を有する建造物 

③地域のランドマークとなる建造物 

④地域に親しまれている建造物 

⑤良好な景観形成において地域の模範となる建造物 

⑥文化財（国指定重要文化財を除く）に指定されている建造物 

 

○国土交通省令で定める基準（景観法施行規則第 6条） 

①地域の自然、歴史、文化等からみて、建造物の外観が景観上の特徴を有し、景観計画区

域内の良好な景観の形成に重要なものであること 

②道路その他の公共の場所から公衆によって容易に望見されるものであること 
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②これまで建造物を対象にした調査を行ったことがない 

・大田区は、田園調布をはじめとする良好な住宅地から高度最先端のものづくりの技術を有

する工業地、蒲田や大森を中心とする商業地など様々な顔を持っており、地域特性を反映

した建造物が数多くあるが、大田区郷土博物館において歴史的建造物等の調査が行われて

いるものの、歴史的建造物以外も含めた、区内全域での建築物等を対象とした調査を行っ

たことがなく、それらの実態を把握するに至っていない。 

 

③今年度樹木調査を実施 

・グリーンプランおおた所管部局において、今年度景観重要建造物と類似した景観法に基づ

く制度である景観重要樹木の指定に向けた調査を行っている。 

 

２．調査目的 

・「１．調査の背景」を踏まえ、景観上の特徴を有する区内の建築物等を幅広く把握すると

ともに、調査した建築物等の中から、景観重要建造物指定候補を抽出することを目的とし

て、本調査を実施する。 

・本調査の成果については、景観重要建造物の指定にあたって参考となるよう、大田区景観

計画や文化財等の位置づけや各種文献などの情報を整理した上で、建築物等の重要度が判

別できるようにするとともに、区民への意識啓発のために行うまち歩き等で活用できるも

のにしていく。 
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３．調査方法 

１）調査の流れ 

・以下の選定の流れに沿って進めている。 

 

調査の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象のイメージ 

 

 

 

 

調査候補の選定 

・大田区等における既往調査、建築関連雑誌等の文献、各種建築賞受賞作品、公共

公益施設等から、特徴的な景観を有する建築物等を調査対象として選定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・また、現地調査中に上記調査対象にはないが、特徴的な景観を有する建築物等に

ついては随時調査対象として追加した。 

18 出張所及び空港臨海部ごとの 

建造物マップの作成 

個別の建築物等の調査票の作成 

現地調査 

区民への普及啓発（まち歩きなど）で

の活用（次年度以降） 

特徴ある建造物 

その他の建造物 

調査対象範囲 

景観重要建造物指定候補抽出 

（景観上重要な建築物等の整理・抽出）

景観重要建造物指定（次年度以降） 

【調査対象項目】 

 ①文化財等 ②歴史的建造物※ ③近代建築総覧掲載物件 

 ④近代土木遺産 ⑤建築賞等受賞物件 ⑥優工場 ⑦寺院 ⑧神社 

 ⑨教会 ⑩海苔関連物件 ⑪銭湯 ⑫駅舎 ⑬区役所等 ⑭警察・交番等

 ⑮消防・出張所 ⑯郵便局 ⑰学校 ⑱幼稚園 ⑲倉庫 ⑳橋りょう 

 � その他 

 ※大田区郷土博物館資料掲載物件 
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２）出張所ごとの調査件数 

・約 700 件（橋りょうを除く）を調査対象とした。 

 

調査項目・出張所別調査件数（最終確定数ではありません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 出張所の列で網掛けがない部分は調査対象が 0となっている。 

※2 「出張所計」の「下記合計」にある件数は「橋りょう」の件数を除いている。 

※3 「建築賞等」の「出張所計」は各出張所の数値を足し合わせると 68 件となるが、出張所ごとに 

   区分できない京急線本線等の高架（1件）を含むため、69 件となっている。 

※4 現地調査中に追加した物件は含んでいない。 

 

３）調査まとめについて 

①個別の建築物等の調査票の作成 

・各建築物等に関する情報を個票（5ページ参照）でまとめる予定である。 

 

②景観重要建造物指定候補抽出 

・現地調査を踏まえ、景観上重要な建築物等の整理を行い、景観重要建造物指定候補を抽出

する。 

 

③18 出張所及び空港臨海部ごとの建造物マップの作成 

・大田区ホームページで公表している「景観マップ」（6ページ参照）、「まちの緑の図」（7ペ

ージ参照）の建築物版を作成する予定である。 
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調査票イメージ 

建物名称 河原家住宅主屋 住所 南馬込 1-55-8 

所有者 民間 施設分類 住宅（文化財等） 

現地写真 

外観上の大きな特徴となる時計台 建物正面 

（写真撮影日：平成 26 年 8 月 1日（金））

建築概要 ・木造平屋塔屋付、瓦葺。 

 

外観上 

の特徴 

・外観上の最大の特徴は時計台である。これは道路を挟んで向かいにある馬込小学校に大正

14 年（1925）に設けられたものであり、小学校から移築したものである。地域のシンボ

ルだった時計台は洋風学校建築の象徴であった。 

 

建造物周

囲の緑化

等の特徴 

（特になし） 

歴史的 

背景 

・建築年代は明治 18 年（1885）、大正 14 年（1925）である。 

・道路を挟んで向かいにある馬込小学校の新校舎建設に伴い、不要となった旧校舎の一部を

2 度にわたって移築したものと伝えられている。2 度目に馬込小学校のシンボルとして親

しまれてきた時計台を移築した。 

・昭和 3年に増築により馬込最初の郵便局が開設された。（現在、郵便局はない） 

 

各種 

位置づけ 

大田区景観計画※ 文化財等 その他 

住環境保全市街地 

景観資源・文化財等 

国・登録有形文化財  

備考 ・馬込文士村の一角にある。 

 

参考文献

等 

・大田区の文化財集第 17 集 大田区の近代文化財（大田区教育委員会発行） 

・大田区の文化財集第 27 集 大田区の近代建築 –住宅編 1-（大田区教育委員会発行） 

・大田区の文化財集第 34 集 大田区の歴史的建造物（大田区教育委員会発行） 

・大田区の史跡めぐり 増補改訂版（平成 17 年（2005）3 月、大田区郷土博物館発行） 

 

※大田区景観計画に基づく位置づけ（該当する市街地類型、景観資源、景観形成重点地区及び景観重要

公共施設）を整理する。 
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